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 プログラムというのは生徒の学習活動のプログラ

ムのことだと考えたらよい。社会科に即していえば

思考活動のプログラムというように考えたらよいと

思う。これまで社会科の教師は、そういうきめの細

かい学習活動を問題にしなかった。しかしよく考え

てみるとそこに問題があったのではないか。 

 社会科では、社会を見て、これを科学的に把握す

るという活動をやらせる。そこから社会を見る目を

つくってゆくのが目標である。社会を科学的に把握

できる能力をもたせるというのがもっとも大切なね

らいであって、この意味では社会科学的思考力を養

うのだと考えるべきであろう。この思考力というの

は、実際に社会現象をとり扱って、これを分析し、

整理し、まとめるという具体的な思考をすることを

通じて形成される。抽象的に思考力というものがあ

るのではない。こういうことをここで事新しくいう

のは、実際になかなかそういう目標をふまえた授業

が行われていないからである。 

 例えば、社会の事をいろいろ理解させるという目

標をおくと、子供に実際に社会を見て分析し、整理

する活動をやらせようと考えるよりは、むしろ教師

が理解して判断した結果を子供に与えようとする。

子供に判断の材料を与えて、判断させるより、教師

が判断した結果を子供に与える。言葉で説明すると

いうことが多い。その極端なのは、内容はわからな

いが、言葉だけを暗記することを子供に強要するこ

とになりかねない。歴史などになるとそういうこと

がとくに多いようである。 

 しかしそういう教師がもっている結論的な判断を

与える場合でも、子供がそれを何とか理解しようと

いう場合には、そこに思考活動がおこる。多くの思

考作用の訓練にはなる。しかしそれは全体としては

組織的に訓練されるようにはなってゆかない。 

 もしどういう思考活動をどのように積み上げて行

くかをもっと厳密に計画し、そのためにどういう材

料を子供の前にならべるかというように考えたら、

社会科の学習指導の方法はもっとかわるであろう。

社会現象を分析し、整理する方法論というのは、結

局社会科学の方法論のことである。そういう物の考

え方、現象の取り扱い方をどうして形成するかとい

うことは、これまであまり考えられなかったが、社

会科の目標からいっても、こういうことは、もっと

厳密に考えられてよいことである。そういうことが

考えられてくると、社会科の学習指導で学習活動に

ついての計画は、いままでのような漠然としたもの

ではおかしいのではないかということに気がつくで

あろう。 

これまでの指導計画などで、学習活動の項を見る

と、話し合うとか、見るとか、考えてみるとか表現

されているが、見るというのは、何をどのように見

ることなのか、考えるというのは、どういう論理を

使用することなのか、比較をすることなのか、因果

関係を見ることなのか、あるいは存在するかしない

かという判断をすることなのか、どういう判断をす

ることなのか、そういうことは余り考慮されていな

かった。そういう点から実際の授業をみると、支離

滅裂なものが多い。とくに子供の話していることな

どには、その点からみるとまるでお話にならぬもの
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がある。 

しかし、従来も子供の思考の方式とか形態とかと

いうことが問題にならないことはなかった。いな、

むしろ熱心に研究されたといってよいかも知れない。

しかし率直にいって、子供の思考の方式とか形態と

かを整理する尺度がこちらにはっきりあるわけでは

ないから、むしろムード的なものが多い。論理の形

式のさまざまな尺度でもあって、それに対して子供

はどういう所が異なっているかというようにでも見

られるならば意味があるが、そういう方向へは進ん

でゆかなかったようである。 

このように考えて来ると、子供に何等かの材料つ

まり社会現象を取り扱わせて、それからどのような

判断を成立させるかということを細かくプログラム

してゆくことは、社会科の目標を達成するためには

必要なことである。こういうことは従来、教材研究

の一部として行われたこともあったが、それより一

歩進んで、生徒の社会研究における思考のプロセス

をプログラムするということにまで進む必要がある

のではないか。 

そういうプログラムが如何なる内容のものとなる

かは、まだ研究の過程にあるといってよく、その点

からいえば現実的に成り立つかどうかも未知数であ

るといってよい。ただ、私は理論的には成り立つと

確信している。むしろ現実のさまざまな条件、例え

ば資料を従来とは比較にならぬほど多く与えなくて

はならぬ、そういうことが整うかどうかであるが、

そういう膨大な資料を整えて、プログラムを作ろう

とするような研究をする人が出てくるかどうかであ

る。つまりそういうことを理論的によしと認めて、

やってみるという人が出てくるかどうかである。 

○ 

現在の社会科の教育方法をきめている考え方には

二つの伝統的なものがあり、それが交じりあって一

つの具体的な方法をつくりあげている。一つは、戦

前において地理や歴史の教育をした方法論の系統に

属するものであって、もう一つは、戦後の課題解決

学習を生み出した方法論の伝統である。この二つは

鋭く対立するものと考えられている。前者は記憶主

義的な考え方の上に立っている。ある事柄たとえば

歴史的事実の解釈についての一つの結論ともいうべ

き命題――それを子供という器の中にそそぎこむ、

それを覚えるのが学習だと考える。戦前には地理歴

史は暗記物だといわれたが、それはこういう考え方

の表現である。こういう考え方に立つと、生徒自体

が資料をみて考えるというようなことは全然問題に

されない。こういう考え方を基礎において教育内容

も考えられ、教材もつくられている。こうしてまる

暗記物的地理、歴史が横行した。この根底にある「人

間は知識――命題を入れる容器だ」という考え方は、

今でも強く生きている。 

戦後は、そういう上に啓蒙主義的な:考え方がでて

きた。生活単元学習とか、問題解決学習とかいうの

は、問題を解決するプロセス、生活経験を整理する

過程が重視された。問題解決のプロセスがどうある

べきかについては、まだはっきりしたものがないと

いってもよい。導入、展開、終末という形式段階が

問題解決過程のあり方として常識になっているが、

これは、本来何も具体的なことは言っていない。問

題を解く行動がどういうプロセスをとるのかは全然

問題になっていない。その点では、前の記憶主義の

方が学習論としてははっきりした考え方をもってい

る。問題解決方式は導入で問題意識をもち、展開で

はそれを解決してゆくという程度にしか考えられて

おらず、そこでどういう学習が成立するのかは、は

っきりしない。資料をしらべて、話し合いをして、

問題を明らかにしてゆくといっても、それが何を身

につけてゆくのか。問題解決能力といっても、きわ

めて包括的な漠然たる概念で、本当は何のことだか

わからない。つまり学習論がないのである。 

その結果は、どういうことになるかというと、問

題解決の行動というものが、どういう行動で、その

行動をすることによって、具体的に何が身について
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ゆくのかがはっきりしないで、何となく、いろいろ

な活動をやっていて、結果として、問題が解決され

たかの如くみえる。つまりこの問題はこう解決すべ

きだ、こう考えるべきだという結論のようなものが

重くみられる。途中の論理過程は皆で話し合うとか、

資料をみて考えるとかいう程度で、きわめて非論理

的に考えられるだけで、結論を与えることが重視さ

れる。そうすると、生徒は、やはり結論をおぼえる

ということになる。つまり形をかえた記憶主義であ

る。ただその途中で、多少生徒が、自分のもつ結論

と他人の結論をたたかわせるということをする。し

かしそれもそのプロセスが厳密に分析して考えられ

ていないから、ごく大ざっぱで結果としては勝手な

論理、思いつき的理論を振り廻わしているに過ぎな

い。 

だから現在の問題解決学習は記憶主義の上に経験

主義を積み重ねたようなもので、きわめてあいまい

である。それは、問題をとく行動の論理的分析がな

されないからである。つまり社会科学の方法論に基

づいて、生徒に行動をさせるという考え方がはっき

りしていないからである。プログラム方式は、そう

いう点を問題にしているのである。 

問題解決能力とは、問題に対する結論の如きもの

を思いつき的に、勝手にしゃべりあっている事から

つくられるのでなく、問題を整理し、分析するさま

ざまな方式、過程をじっくりとたどって、解決に至

る過程をまず身につけることである。それにはさま

ざまなものが数多くあるであろう。それを生徒が一

つ一つたどってみなくてはならぬ。そういう方法論、

論理過程が教師によって類型的に整理され、それを

どういう順序で、どうたどらせるかが計画されなけ

れば、子供にしっかりと問題解決能力を身につけさ

せることにならない。 

現在の問題解決学習は、解決という結果ばかりに

とらわれて、途中の科学的過程を大事にしないから、

お話にならないような乱暴な結論が出されたり、結

論は多少よさそうに見えても、ただの言葉であって、

途中の思考は支離滅裂であるといったようなことが

多い。こうして、無責任な意見を平気で口に出して

いう人間をつくり、科学的な地道な論理をじっくり

たどるという落ちついた人間をつくらないことにな

ってくる。 

もっと問題解決の基礎的な思考力を養うようなこ

とを考えなければならない。それは、そういう思考

方式をプログラムして行くことであろう。

 


